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【主な研究分野】
〇スポーツとツーリズム
〇特に「スキー」、「ゴルフ」、「プロスポーツと地域連携」



日本のゴルフ界が抱える課題

copy rights TADASHI ENDO

１ 日本国内のゴルフプレーヤーの減少
（ゴルフ場2015年問題）

２ 国内ゴルフ参加層の拡大の難しさ
（ジュニア、シニア、女性、etc)

０ 少子高齢化

マクロ的な視点

業界的な視点



人口減少のインパクト

• 少子化による人口減少＋長寿化＝

• 地域社会の変化＋産業構造の変化

• 日本:3,330万(1868)→8,400万(1950)

→1億2726万(2013)→1億0909万(2035)

→9,700万（2050）

• ＊北海道人口:281万(1930)

→429万(1950)→544万(2013)

→ 424万(2035) → 319万(2050)



ゴルフ場2015年問題
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ゴルフ場２０１５年問題の要点
ゴルフ場の利用者減少が顕著になり、経営を維持できる入場者数よりもゴ
ルフ場が供給過剰となりゴルフ場の経営が悪化すること



ゴルフ場2015年問題のインパクト
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ゴルフ場２０１５年問題の影響
「日本のゴルフ場数 約2,300」
「余剰コース 400」

つまり、６コースに１コースの割合（＝400/2300）
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減少したゴルフ人口と経営

経営改善のシナリオ１ 客単価を上げるか？

経営改善のシナリオ２ 人数を増やすか？

経営改善のシナリオ３ 客単価を上げ、
人数も増やすか？

ゴルフ人口
＝入込数 経営

経営改善のシナリオ４ コストミニマム、
設備投資・改修の見送り

ゴルフ
プレー× =



１）ゴルフ場の経営の厳しさは、本日ご参加の

関係者の皆さんの方がより詳細に感じている。

２）本日の主旨は、

× 「インバウンド至上主義」

○ 「インバウンドにどのように関わっていく
か」

３） 「インバウンドに対して」・・・

①全力で ②ほどほどに ③全くせず



インバウンドのスポーツツーリズム
によるインパクト

北海道の事例から



かつての国民的スポーツ＝スキー
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スキーとゴルフの共通点

◆１ バブルの頃がピーク

◆２ スキー場、ゴルフ場といった施設

（＝ハードウェア）

◆ ３ 参加人口の減少、若年層開拓の難しさ



スキーとゴルフの比較

スキー ゴルフ
観光資源 スキー場（雪） ゴルフ場（コース）

施設数 世界で第1位
（日本 607,ドイツ595,
米国495）

世界で第2位グループ
日本は概算2,300のコース
※米国17,000コース

国内の

状況

・スキーヤーの減少
（人口減少・

若者のスキー離れ）

・施設の売却・閉鎖

・ピークはバブル経済

・ゴルファーの減少
（人口減少・

若者のゴルフ離れ）

・施設の売却・閉鎖
・会員権の下落

・ピークはバブル経済時

出所）ゴルフ市場活性化委員会および観光庁海外スキー場調査より



知識として
北海道のスキーの事例



ニセコ地域とは

札幌

倶知安町とニセコ町
を中心としたエリア



インバウンドによる経済波及

インバウンド
スキー

コンドミニアム
建設

ホテル建設
リッツカールトン
パークハイアット

飲食店

レンタル
スキースキー

レッスン

ビデオ写真
サービス

ガイド業

不動産業









簡単な２つの町の情勢

倶知安町 ニセコ町

人口 約15,000人 約5,000人

予算規模
（平成２８年）

112.6億円 50億円

特徴 農業
建設業
観光

農業
観光



倶知安町観光入込客数
（倶知安町の人口は約1.5万人）

夏：日帰日本人観光客

冬：宿泊外国人観光客



倶知安町外国人の動向（冬季）



経済効果（簡易）

2015年 40万人泊
・12〜3月の４ヶ月
・１名あたり5泊程度と仮定
・40万人泊/５泊＝80,000人、１ヶ月あたり20,000人
・１日あたり700人程度
・客単価(宿泊、食事、スキーレッスン、スキーレンタル、
リフト券など）



観光客が増えた結果、働く人も増えた

2003年
60人

2015年
809人(1月）
342人（9月）





スキーに続くスポーツツーリズムへの期待

• スキーが１つのスポーツツーリズ
ムのモデル

「主な顧客は外国人スキーヤー」

ゲレンデに賑わいが戻ってきた。

• （仮説）

• 夏季にも同様なスポーツツーリズムの
モデルが確立できないか

⇒そのコンテンツの１つが

「ゴルフ」であり、外国人や道外のゴルフ
観光客をターゲットする



北海道におけるスポーツの特徴

◆北海道＝自然、健康というブランドイメージが既に形成された強み
◆明確な四季と、それに応じた楽しみ方のできる環境

◆自然を再発見、感じることのできる環境
◆雪を活用したウインタースポーツが広く普及。雪質の良さは抜群

◆梅雨のない良好なグリーンシーズン。本州と比較した夏期の気温の低さ、湿度
の低さもアピールポイント

◆全般に車両の少ない環境。広大な土地、広い道路等ランニング、サイクリングに
適した土地特性
◆北海道の食材による健康・ヘルシーなイメージとの相乗効果

スポーツ観光における北海道の強み食と観光のような６次産業
のポテンシャル

スポーツを通じて四季を
楽しむことが可能

北海道＝大自然といった
ブランドイメージ

北海道のスポーツ観光の特徴と強みの整理（２０１０・２０１１遠藤）

「スポーツの環境」は、抜群の北海道
【仮説】観光を通じた地域振興に結び付く可能性のあるスポーツの１つがゴルフ



スポーツ・ツーリズムを検討する上での留意点

「観る」・「する」・「支える」のスポーツツーリズム

→何れにおいても対象やレベルを適切に設定した

マーケティングが重要

１ 適切なターゲットの設定

ゴルフ

競技ゴルフ

余暇ゴルフ



スポーツ・ツーリズムを検討する上での留意点

〇参入する、または創造する市場の現状把握

〇国内事情＝施設状況、交通アクセス、
スポーツ以外の楽しみ

〇国外事情＝参加者の実態、業界の動向、
観光ニーズ

（例 日本全土でゴルフがしたい）

スポーツ・ツーリズムを検討する上での留意点

２ マーケットやアクセスの把握



インバウンド観光の現状



1990-2020年で、顧客が３倍以上の成長率

＜全世界の外国旅行者数の推移＞

１億6000万人(1970年)

→４億5,000万人（1990年）

→６億8,800万人（2000年）

→８億4,200万人（2006年）

→10億人（2010年）

→15億6,000万人（2020年）



中国の躍進＝中国人の外国旅行者数の推移

506万(96年)

→ 1,047万(2000年)

→3,086万（05年）

→5,739万(10年)

→7,025万(11年)

→8,318万(12年)

→1億900万(15年)

→1億3,680万（201６年）

アジアの急成長（中国の旅行者）

２０年で２０倍の伸び



訪日外国人観光客はどこから来ているか？

中国
2013年比 約5倍



アジアにおけるＬＣＣ（格安航空会社）の成長

＊エアアジア（Air Asia、マレーシア、2001年創業）

2006にエアバス122機発注、2011にエアバス200機発注
＝合計322機

・マレーシアＬＣＣエアアジアＸが10月から

新千歳-クアラルンプール週４便

・新千歳-クアラルンプールの運賃は片道３万〜４万円

＊ライオンエア（Lion Air、インドネシア、2000操業開始）

2012にＢ737を230機発注、2013にエアバス234機発注

＝合計464機

さらに進むアジアの観光成長



ゴルフツーリズムの国際動向



新たなスポーツツーリズムへの取組

• ゴルフと観光の融合によるツーリズム

＝Golf tourism

・参加者の定義

①ゴルフのプレーを最優先とする観光客

②休暇や出張など旅先での主目的に加えて

ゴルフも楽しむ観光客

③トーナメントの試合観戦などの観光客

Simon Hudson(2010)



世界のゴルフツーリズムのマーケット

全世界では5,900万人のゴルファー
その内5～10％のゴルファーが毎年ゴルフを目的とした

海外旅行をする

アメリカ

アジア

ヨーロッパ

2,500万人の
ゴルファー

1,800万人
年平均30％
以上の伸び

500万人

市場規模 200億米ドル
Simon Hudson(2010)

140カ国 32,000のゴルフコース

1,100万人が
国内でゴルフ旅行





ゴルフツーリズムの市場動向

• 1997年 IAGTO

International association of golf tour operators 

国際ゴルフツアーオペレーター協会が設立

・この２０年の間に大きく成長したマーケット

要因：飛行機移動の更なる普及、情報検索、

ネット予約等々多岐にわたる



ゴルフツーリズムの市場動向

• IAGTO＝ 一定の至上規模が確立されている

・同協会の活動の一つが見本市の開催

IGTM＝ International golf travel market

国際ゴルフツアー見本市を1998年から欧州中心に開催。

・ アジアではマレーシアで2012年初開催 AGTC



IAGTOの会員

• ゴルフツアー専門オペレーター

⇒テーラーメイド観光商品の造成と販売、

1名あたり数100～1,000人以上の顧客

• ゴルフリゾート、ゴルフ場、航空会社、ホテル
などの会員で構成されている。

６３カ国 ６８０社

105カ国 2,696社



マーケットの理解

• なぜこのような「ゴルフツーリズム」に特化し
た協会やマッチング商談会があるのか？

• 他のスポーツツーリズムの種目でこうした事
例はあるのか？



ゴルフツアー
オペレーター

海外のゴルファー

北海道のゴルフ場

北海道のゴルフ観光情報発信
海外のゴルフ観光客誘致

北海道の観光産業
北海道経済の
国際化・活性化

新たなビジネス
モデルの創出

P01

北海道の観光関連産業

北海道ゴルフ観光協会の設立（2010年4月）

海外のゴルフ場との交流
海外ゴルファーとの交流

北海道ゴルフ観光協会

資料：北海道ゴルフ観光協会

ゴルフ場 27社
ホテル・旅行関係 25社
ゴルフ関連 11社



ゴルフ観光協会の活動目的

１ 海外ゴルフ観光客の基本的な商品造成（会員間）

ゴルフ ＋ 宿泊 ＋ 食事 ＋ レンタカー

＋ アフターゴルフ ＋・・・

２ 課題を共有し、解決する

言葉 、セールス方法、 マナー

３ 海外ゴルフ観光客ニーズに基づく魅力向上

「例 3日間の滞在で違うコースをプレーしたい」



北海道ゴルフ観光協会の活動経過

Step1 2010年 ・組織の立ち上げ
・キープレーヤーの集合
・ＩＡＧＴＯ加盟

Step2 2012年 ・ＡＧＴＣ初出展

Step3 2016年 ・バイヤーとメディアを招聘
・第１回北海道ゴルフツーリズム
コンベンションの開催

Step４ 2018年 ・第3回北海道ゴルフツーリズム
コンベンションの開催
・海外ゴルフツアーオペレータと連携協定
・2019,2020,2021年へ向けて活動中



IGTM2010年 初参加

• 北海道のゴルフ場をPR

• スペインバレンシアに３名で参加！



P01

Hokkaido Golf-tourism Association

IGTM 2010年11月

48

世界ゴルフトラベルマーケット
スペイン/バレンシア開催



IGTM出展風景

資料：北海道ゴルフ観光協会



出展の結果として

• そもそも日本や北海道のゴルフ場のことが

知られていない！

大きなギャップを学ぶことになる。



なぜ知られていないのか？

• バブル時代を振り返る 失われた◯◯ねん

（顧客開拓、予約対応、広告宣伝、、、、、）

『そもそも、外国人を日本や北海道のゴルフ場
へ誘客するといった発想がなく、インバウンドの
展開はほとんど行っていない』

・・・・（勿論、そうでないところもあります）



結果として（２）

• 海外のバイヤーに日本の
ゴルフツーリズムの基本的
な情報が行き渡っていない

現状の日本のゴルフツーリズム

• 海外バイヤーの商品造
成の「候補」に入らない

• 海外ゴルファーは、他国へ

・アジアの各国と差が
開いている



アジア各国との状況

• AGTC

アジアゴルフツーリズムコンベンション



IAGTO HPより



AGTC(Asia Golf Tourism Convention)の開催地

開催回 開催年月 開催国 開催地

第１回 2012年4月 マレーシア クアラルンプール

第２回 2013年4月 タイ パタヤ

第３回 2014年4月 中国 海南島

第４回 2015年4月 インドネシア ジャカルタ

第５回 2016年4月 タイ チェンマイ

第６回 2017年5月 ベトナム ダナン

第７回 2018年4月 フィリピン マニラ

IAGTO（国際ゴルフツアーオペレーター協会）が主催する
アジア最大のゴルフツーリズムコンベンション(MICE)



大会概要（2016年大会）

・名称： Asia Golf Tourism Convention 2016

・主催： IAGTO

・開催期間： 2016年4月24日（日）〜4月27日（水）

・会場： チェンマイ国際会議展示場 (CMECC)

・参加団体数など： 37ヶ国 643人
（バイヤー1：セラー２）

・事前アポイント数： 4,200以上
3



コンベンション会場（2016年大会）

チェンマイ国際会議展示場
Chiang Mai International Exhibition & Convention Centre (CMECC)

5

チェンマイ市街より車で10分

チェンマイ空港より車で15分



大会スケジュール（2016年大会）

４月２４日（日）

19:30 ウェルカムレセプション シャングリラチェンマイ

４月２５日（月）

8:00 受付開始 CMECC – Registration Desk

9:00-10:00 カジュアルネットワーキングセッション CMECC – Ratchaphruek 1 & 2
Thai Pavilion & International Hall

10:00-10:30 開会式 CMECC – Leelawadee 1-2

10:30-11:00 コーヒーブレイク CMECC - Foyer

11:00-13:00 スピードデートセッション CMECC - Foyer

13:00-14:00 ランチ CMECC – Ground Floor Restaurant

14:00-17:30 商談会１ CMECC – Ratchaphruek 1 & 2
Thai Pavilion & International Hall

17:30-19:00 タイ政府観光局主催 Chiang Mai Happy Hour CMECC – Foyer & Terrace

４月２６日（火）

10:00-13:00 商談会２ CMECC – Ratchaphruek 1 & 2
Thai Pavilion & International Hall

13:00-14:00 ランチ

14:00-17:00 商談会３ CMECC – Ratchaphruek 1 & 2
Thai Pavilion & International Hall

19:30-22:00 ガラディナー Khum Kham Luang Grand Ballroom

４月２７日（水）

11:30 ゴルフトーナメント

4



ウェルカムレセプション（2016年大会）

7

場所：シャングリラホテルチェンマイ



開会式（2016年大会）

タイ伝統舞踊によるアトラクション
ピーターIAGTO会長、
チェンマイ副知事らによる挨拶

8



スピートデートセッション（2016年大会）

参加バイヤー数：154卓160団体

バイヤー側固定

9



商談会・インターナショナルホール（2016年大会）

10

セラー固定 １０６団体



ゴルフコンペ（2016年大会）

Mae Joe Golf Resort & Spa Chiangmai Highlands Golf & Spa Resort

13



AGTC(Asia Golf Tourism Convention)

開催回 開催年月 開催国 開催地

第１回 2012年4月 マレーシア クアラルンプール

第２回 2013年4月 タイ パタヤ

第３回 2014年4月 中国 海南島

第４回 2015年4月 インドネシア ジャカルタ

第５回 2016年4月 タイ チェンマイ

第６回 2017年5月 ベトナム ダナン

第７回 2018年4月 フィリピン マニラ

アジア各国ではIAGTOバイヤーを招聘し、
ゴルフツーリズムを体験させている

→ 「行政等も積極的にゴルフツーリズムを推進・支援」
（海外バイヤー談）



ゴルフツーリズムの流通（代表的３パターン）
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実行委員会

（敬称略）

事業目的・事業内容

アジアの旅行会社関係者・メディア関係者を招請し、商談会の実施、ゴルフ場及び周辺観光地視察、 有識者の講演によるゴルフセミナー
、グルメエクスカーションとして嗜好別、国別に４つのレストランに分かれ、 食を体験を行うことにより旅行商品の造成を促進するとともに、北海
道のゴルフツーリズムの目的地としての素晴らしさを広く発信し、北海道が世界を代表するゴルフリゾートへと成長し認知されることを目的とした。

テーマ： 北海道= 「パラダイスゴルフ」ディスティネーションの確立

被招請者： 旅行会社/   中国・香港・シンガポール・タイ・マレーシア・インド メディア/ タイ 2

社2名
計13社13名

実施期日： 平成28年5月30日～平成２8年6月3日 （ 4泊5日 ）

視察地域： 千歳市、北広島市、苫小牧市、札幌市

役 職 所属団体 職 名 氏 名

名誉実行委員長 千歳市 市長 山口 幸太郎

実行委員長 一般社団法人北海道ゴルフ観光協会 会長 髙橋 誠司

事務局長 一般社団法人北海道ゴルフ観光協会 副会長 太田 康裕

実行委員 国土交通省北海道運輸局 観光部国際観光課 課長 水口 猛

実行委員 千歳市 観光スポーツ部 観光企画課 課長 高本 典靖

実行委員 北広島市 経済部 観光振興課 課長 山田 基

実行委員 苫小牧市 産業経済部 産業振興室 観光振興課 課長 丸茂 均

実行委員 札幌市 経済観光局観光・MICE推進部観光・MICE推進課 課長 庄中 将人

実行委員 北海道 経済部 観光局 参事 沖野 洋

実行委員 公益社団法人北海道観光振興機構 次長 掛田 政希

実行委員 北海道ゴルフ場支配人会 副会長 千葉 隆一

事業名称： VJ地方連携事業「複合市場北海道観光プロモーション」(2)第1回北海道ゴルフツーリズムコンベンション事業

事業主体： 国土交通省北海道運輸局

連携地域： 千歳市・苫小牧市・札幌市・北海道観光振興機構・北海道ゴルフ観光協会



前年(2016)の様子



（ｃ）北海道大学観光学高等研究センター
遠藤正







２０１８年８月に２回目を開催



初日は「居酒屋」



ゴルフ以外の「観光体験」



視察プレー



日本のシステムを説明



商談会の様子



札幌夜景もPR



２０２０年
ゴールデンゴルフイヤーへ向けて



戦略構築の参考



『ゴールデンゴルフイヤーズ』に向けて
注）ゴールデンスポーツイヤーズ（早大：間野教授提唱）

2019 2020 2021

スポーツ界

ラグビー
ワールドカップ

東京オリンピック
パラリンピック

ワールドマスター
ズゲーム関西

ゴルフ界

東京オリンピック
パラリンピックの
ゴルフ競技

『霞ヶ関CC』
（埼玉県）

ワールドマスター
ズゲームの
ゴルフ競技

『グランディ鳴門』
ほか
５コース
（徳島県）

AGTC
日本誘致
へ



２０１８ JGTCについて





日本のゴルフツーリズムの展望



海外ゴルファーの受入は必要か？



各クラブの方針・方向性が基本

メンバー ビジター

国内ビジター
海外ビジター

ここのマー
ケットをどう
するか



基本的な構造

理事会
メンバーの方針

経営方針

YES OR NO

新たなビジネスチャンス＝海外ゴルファー
・今までは考えていなかったマーケット
・受入の準備は必要



海外ゴルファーに注目が浴びる理由

１ 日本全体の観光の高まり

＊スポーツツーリズムの人気の高まり

（スキー、自転車など）

＊オリンピックやラグビーWCなど日本に注目が集まる

２ ゴルフ参加人数は基本的には減少傾向

＊少子高齢化、人口減少



１）日本のゴルフ場の多くは長い間、海外ゴル
ファーをターゲットにししていなかった。

＝海外のバイヤーに対して認知されていない

２）過去のネガティブなイメージ（高い、予約が取
れない）も残っている。

それでは、直ぐ海外からお客様が来るのか？



３）アジア諸国（競合国）がゴルフツーリズムを推
進。日本は出遅れ。

４）受け入れ体制の課題（言語、外国語表記など）

→課題解決の道筋については後段で

それでは、直ぐ海外からお客様が来るのか？

これらの課題は確かにあるが、取り組みを
開始しない限り、他国と差は広がる一方



基本的な方向性
（海外バイヤー・メディアの意見を参考に）

1 全て（施設内の）を英語にする必要はない。
ゴルファーがスムーズにプレーできることが
最重要

２ 会計や緊急時なども想定し、受け入れる際に
英語が理解できるスタッフは最低限配置が
望ましい。

３ キャディーについては、言葉よりもホスピタティ
（おもてなし）でカバーできる部分が多い



地域内連携の必要性（＝協議会）
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MARKETING ANALYSIS
Watch video

Golf Tourism NZ (Add video)

93



最低限行ないたい準備事例 ２
簡単なゴルフ場利用手順のペーパーなど

１ 受付場所（欧米はプロショップ）

２ ロッカー、入浴、精算（カードホルダーの慣習）

３ ヤーデージ・注意事項等の基本情報

４ キャディーの特徴（１名、チップの要・不要）



キャディーは？

一般論として外国語（英語）は、
話せたほうが良い

しかしながら、「片言」でも構わない。

日本人の勤勉性、真面目さ、親切
＝言葉のマイナスをカバーできる要素



受入準備の考え方

「日本のゴルフ文化の魅力を失わない準備」

１ 翻訳・多言語化は「それなりに」

２ コースに出ればゴルフは世界共通のルール
スムーズにラウンドできる案内が重要
（ペーパー１枚程度で十分）

３ 来てもらうための準備（ホームページなど）











まとめ

１）ゴルフツーリズムの推進のためには、ゴルフ場・観光
関連事業者・行政の連携が不可欠
＝デスティネーション・マネージメントの検討

２）受け入れ準備とプロモーションは両輪

３）海外への情報発信・提供は時機を逸さない
（アジア各国との競争）

４）行政等のサポートによる加速

０）インバウンドはゴルフ場を活用する一つの手段


